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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月4日(2015.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器のオン期間とオフ期間とを判定するオンオフ期間判定部と、
　前記オンオフ期間判定部により判定された前記オン期間にオン電力を割り当てることに
より、機器の消費電力を予測する消費電力予測部と
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記消費電力予測部は、
　さらに、前記オフ期間に、オフ電力を割り当てることを特徴とする請求項１に記載の情
報処理装置。
【請求項３】
　前記オンオフ期間判定部は、
　機器のオンオフ状態を統計処理して機器のオンオフ確率を求め、オン確率が高い期間を
オン期間とし、オン確率が低い期間をオフ期間とすることを特徴とする請求項１または２
に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記オンオフ期間判定部は、
　機器のオンオフ確率を求めた後に統計処理し、オン確率の統計値が高い期間をオン期間
とし、オン確率の統計値が低い期間をオフ期間とすることを特徴とする請求項１または２
に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記オンオフ期間判定部は、
　機器のオンオフ運転動作状況に基づいて、オン期間とオフ期間とを判定することを特徴
とする請求項１から４までのいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記オンオフ期間判定部は、
　機器の消費電力に基づいて、オン期間とオフ期間とを判定することを特徴とする請求項
１から５までのいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
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　前記オン確率の高低を、所定の期間の機器の合計使用時間をオン期間にするようにする
しきい値に基づいて判定することを特徴とする請求項５または請求項６に記載の情報処理
装置。
【請求項８】
　さらに、前記オンオフ期間判定部により求めた前記オン期間に、機器の動作環境の機器
の使用条件別消費電力情報に基づいて前記消費電力予測部で異なるオン電力を適用するこ
とを特徴とする請求項１から７までのいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　機器の消費電力の時間変化特性を記憶する測定値記憶部と、
　前記消費電力の時間変化特性を前記測定値記憶部から読み出す消費電力読み出し部と、
　前記消費電力読み出し部が読み出した前記消費電力の時間変化特性を統計的に処理した
統計値を求める統計処理部と、
　前記統計処理部により求めた統計値を消費電力のしきい値に基づいてオン期間とオフ期
間とに切り分けるオンオフ期間判定部と、
　前記オン期間にオン電力を、前記オフ期間にオフ電力を割り当てて消費電力を予測する
消費電力予測部と
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１０】
　機器のオン期間又はオフ期間として、予測値又は設定値を適用するオンオフ期間設定部
と、
　前記オン期間にオン電力を割り当てることにより、消費電力を予測する消費電力予測部
を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項１１】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載の情報処理装置による消費電力予測結果に
基づいて、機器制御又は前記機器制御に関連する情報処理を行うことを特徴とする機器制
御システム。
【請求項１２】
　機器のオン期間とオフ期間とを判定するオンオフ期間判定ステップと、
　前記オンオフ期間判定ステップにより判定された前記オン期間にオン電力を割り当てる
ことにより、消費電力を予測する消費電力予測ステップとを有することを特徴とする情報
処理方法。
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